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「自然の中で楽しい学習を 二」 と、高萩青

年会議所（鈴木淳一理事長）では、 さる、 7月

9日花貫溪谷小滝沢キャンプ．場で、多賀地区の

少数学級合同学習を開きました。

この催しは、多賀地区教育研究会や市手をつ

なぐ．親の会も協力し、毎年行っています。

今年は、林間学習で、 キャンプ場の川の一部

分をせき止めて、マスを放流し素手で魚とりを

したり、飯ごう炊はんなどをして、マスの塩焼

きやバーベキューを食べ楽しい一日を過ごしま

した。

理事長の鈴木さんは「宿舎を利用した学習も

行っていますが、やはり自然の中での野外活動

はいいですね。 キャンプ場の設備も整っていま

すから、みんなに喜んでいただけたと思います

よ。 ，と成果を一言。

青年会議所では、 この学習会を、今後も続け

て行うことになっています。

冑
年
会
議
所
が
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テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1 152です
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々、まぎ第257号昭和56年8月5日市報た力坐

り、

｜
人
一
日
の
給
水
量

昨
年
は
畑
リ
ッ
ト
ル

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は
、
家
庭
で
ど

の
く
ら
い
の
水
を
使
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

昭
和
五
十
年
の
全
国
平
均
で
み
ま
す

と
、
一
人
一
日
当
た
り
、
百
七
十
五
リ

ッ
ト
ル
で
、
ビ
ー
ル
び
ん
に
換
算
し
ま

す
と
約
二
百
七
十
六
本
分
に
相
当
し
ま

す
。

当
市
を
み
て
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十

八
年
の
一
日
一
人
当
た
り
平
均
給
水
量

は
、
二
百
十
リ
ッ
ト
ル
で
、
翌
四
十
九

十

… ＝

》

水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
吾
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
〃
生
命
の
源
″
で
あ

る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
三
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

》

水
道
の
水
が
止
ま
っ
た
ら
、
家
庭
で
、
学
校
で
、
病
院
で
、
工
場
で

わ
た

し
た
ち
の
生
活
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
立
ち
往
生
し
示
す
。

壹
場
は
、

年
の
う
ち
で
最
も
水
を
多
く
使
う
季
節
で
す
。
い
ま

度
、
蟇

ら
し
の
中
の
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

〃
生
命
の
源
〃
水
を

ノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノ

､

年
に
は
、
百
七
十
八
リ
ッ
ト
ル
と
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
用
水
の
需
要
が
増
え

て
き
た
こ
と
や
、
給
水
人
口
が
増
え
て

き
た
こ
と
も
あ
っ
て
昭
和
五
十
三
年
に

は
、
二
百
九
十
七
リ
ッ
ト
ル
と
約
三
百

リ
ッ
ト
ル
の
水
を
使
用
し
、
昨
年
五
十

五
年
は
、
二
百
七
十
九
リ
ッ
ト
ル
の
水

の
給
水
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
道
の
水
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
ダ
ム
に
よ
る
水
資

源
の
開
発
に
は
、
水
資
源
地
の
人
び
と

の
協
力
、
多
額
の
建
設
費
、
長
い
歳
月

が
必
要
で
す
。

つ
く
ら
れ
る
水
道
の
水

い
ま
こ

一
）
マ

そ
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活

の
中
で
ム
ダ
の
な
い
合
理
的
な
水
利
用

を
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

道
の
水
は
、
花
貫
川
か
ら
く
る
水
で
、

こ
れ
を
道
水
管
に
よ
っ
て
浄
水
場
に
は

こ
び
、
き
れ
い
に
し
た
あ
と
塩
素
で
消

毒
し
、
水
道
管
を
通
っ
て
各
家
庭
の
み

な
さ
ん
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
水
道
の
水
は
、
自
然
の
水

で
も
な
け
れ
ば
、
限
り
な
く
あ
る
も
の

水
道
の
水
は

手
間
と
費
用
を
か
け
て

を
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
の

給
水
人
口
は
、
四
千
六
百
七
十
六
人
で
、

人
口
三
万
一
千
九
百
四
十
五
人
に
対
し

て
わ
ず
か
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
普

及
率
で
し
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
給

水
人
口
も
一
万
一
千
七
百
十
三
人
と
一

万
人
を
超
え
三
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の

普
及
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
の
五
十
五
年
に
は
、

一
万
八
千
三
百
人
の
給
水
人
口
で
、
五

五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
普
及
率
と
な
り

二
人
に
一
人
は
、
市
の
水
道
を
利
用
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

給
水
世
帯
は
、
四
十
八
年
が
一
千
二

百
八
十
三
世
帯
だ
っ
た
の
に
対
し
五
十

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
の
水
に
い
ろ

い
ろ
な
手
間
と
費
用
を
か
け
た
製
品
な

の
で
す
。

二
人
に
一
人
は
給
水

弱
・
３
％
の
普
及
率

ヨ
市
の
水
道
普
及
の
状
況
（
別
表
）

（
）

鯵
簿
簿
懲
幽

沖
繩
の
給
水
制
限
な
ど
現
実
的
な
水
の

問
題
が
で
て
い
る
が
、
そ
の
点
、
高
萩

は
水
に
は
大
へ
ん
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

う
。
現
在
地
下
水
だ
け
を
利
用
し
て
い

る
が
、
近
い
う
ち
に
上
水
道
に
す
る
つ

も
り
で
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
清
潔
面

を
考
え
る
と
上
水
道
で
な
け
れ
ば
、
安

心
で
き
ま
せ
ん
。

地
震
や
火
災
の
非
常
時
に
、
一
番
大
切

な
の
は
、
ま
ず
水
で
す
か
ら
、
常
日
頃
か
ら
、

水
の
確
保
に
は
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

時
期
の
お
勝
手
し
ご
と
と
お
風
呂
の
水

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
は
り
、
こ
の
時

間
に
節
水
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
水
洗
は
、
因
と
⑯
が
あ
る
が
、

つ
ね
に
④
だ
け
を
使
っ
て
、
節
水
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

水
の
大
切
さ
を
最
近
、
特
に
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
萩
に
は
、
花

貫
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
ダ
ム
な
ど
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
、
将
来
に
お
け
る
、

水
不
足
な
ど
に
、
い
ま
か
ら
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

中
沢
み
ど
り

さ
ん

新
聞
な
ど
を

み
る
と
、
最
近

星
野
文
恵

さ
ん

水
を
一
番
使

う
の
は
、
夕
方
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生
活
水
準
の
向
上
で

増
え
る
水
の
量

近
ご
ろ
の
よ
う
に
、
生
活
水
準
が
向

上
し
て
き
ま
す
と
、
使
う
水
の
量
も
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
ま
す
し
、
使
わ
れ
る

用
途
も
、
飲
み
水
、
炊
事
、
洗
た
く
、

入
浴
の
ほ
か
、
水
洗
ト
イ
レ
、
冷
暖
房

な
ど
と
ひ
ろ
が
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
や
会
社
、
工
場
、
大
き

な
ビ
ル
、
あ
る
い
は
病
院
、
鉄
道
な
ど

で
も
た
く
さ
ん
の
水
が
使
わ
れ
て
い
ま

五
年
に
は
、
五
千
三
頁
一

八
年
間
で
約
五
倍
に
な
っ

市上水道給水量の推移（ 1日当り平均）

［
108

I

十
六
世
帯
と

て
い
ま
す
。

48 49 50 51 52 53 54 55
年度

市上水道の普及状況

口園
こ
の
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
水
が
使
わ

れ
れ
ば
、
毎
日
の
水
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
変
な
仕
事
に
な
っ
て
く
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
す
。

経
済
的
に
は

水
の
再
利
用
も

当
市
の
四
人
家
族
の
一
般
家
庭
の
一

か
月
平
均
の
水
道
料
金
が
一
千
七
百
六

十
円
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
水
が
高

い
か
安
い
か
は
、
そ
の
使
い
方
に
よ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
水
は
、
ダ
ダ
で
は
な
く
「
貴
重
な

も
の
」
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
水
の
大
切
さ
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年度
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を
頭
の
中
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、
ふ

だ
ん
の
生
活
で
は
ま
だ
ま
だ
ム
ダ
に
水

を
使
っ
て
い
る
面
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
庭
の
ま
き
水
や
洗
た
く
な
ど
は
、

(昭和50年実績、
60年･65年は推計1人1日当たり家庭用水の使用量と用途別内訳

シ〆で節水メモ＝洗たく＞
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0 回 風
呂
に
使
っ
た
水
を
再
び
使
う
な
ど
し

て
、
経
済
的
な
水
の
利
用
を
考
え
て
み

た
い
も
の
で
す
。

み
な
き
ん
も
水
の
利
用
に
一
考
を

一

函 洗たく

25．7％
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り
に
使
い
、
す
す
ぎ
は
、
風
呂
の
あ
ま

り
水
を
利
用
し
、
節
水
に
気
を
つ
け
て

い
ま
す
。
省
エ
ネ
時
代
に
入
っ
て
、
節

水
や
節
電
な
ど
さ
わ
が
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
当
然
の
こ
と
で
、
日
常
生
活

の
な
か
で
、
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
し
て
い
ま
す
。
生
活
費
の
削
減
に
も

な
る
こ
と
で
す
か
ら
．
：
…
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
活
動
を
通
し

て
、
一
人
で
は
、
気
づ
か
な
い
こ
と
を
、

皆
さ
ん
と
話
し
合
い
す
る
こ
と
に
よ
り
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
節

水
や
節
電
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

織
鍵
》
灘
》
ふ
入
れ
て
、
そ
れ

を
バ
ケ
ツ
で
く
み
と
り
、
そ
の
水
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
予
備

水
と
い
う
か
、
た
め
水
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
一
番
身
近
な
も

の
は
、
何
人
と
い
っ
て
も
水
で
あ
り
ま

す
。
水
が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

む
か
し
は
、
ど
こ
の
水
も
清
く
澄
ん

で
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
汚
染
さ
れ
て

大
へ
ん
不
清
潔
で
す
。
子
供
た
ち
の
た

め
に
も
、
気
軽
に
水
遊
び
が
で
き
る
よ

う
な
、
小
川
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
本
当
の
自
然
に
も
ど

る
よ
う
、
市
民
あ
げ
て
の
運
動
が
展
開
別

で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
…
…
．
ｉ

一

恩

横
山
き
みさん

洗
濯
機
は
、

洗
う
の
と
し
ほ

木
内
美
惠
子

兵
ご
ノ
ハ

雨
水
を
池
に



繍
▲つめかけた見物客を前にパレードを開始

▲山車を先導に市民ばやし流しおどりも

第
皿
回
を
迎
え
た
〃
高
萩
市
民
ま
つ
り
〃
が
、
さ

る
７
月
蹄
日
と
蹄
日
の
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

鰯
日
は
、
午
後
６
時
鋤
分
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
の
あ

と
、
午
後
７
時
５
分
か
ら
駅
前
通
り
で
〃
市
民
ば
や

し
〃
流
し
踊
り
が
開
始
さ
れ
、
２
，
１
０
０
人
が
流

し
踊
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

流
し
踊
り
に
は
、
近
隣
の
北
茨
城
市
、
十
王
町
、
日

立
市
な
ど
か
ら
も
見
物
客
が
つ
め
か
け
、
１
万
６
，

０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

日
立
市
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
４
人
も
飛
び
入

り
参
加
。
み
よ
う
み
ま
ね
の
手
ぶ
り
で
、
流
し
踊
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

妬
日
は
、
各
町
内
の
羽
地
区
で
子
供
ミ
コ
シ
肥
基

や
、
山
車
、
大
人
の
ミ
コ
シ
も
出
て
、
夏
の
ま
つ
り

に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
が
各
地
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
》 真

夏
の
夜
に

連
帯
の
輪
・
輪
●
●
●

▲ちびっ子もまつりに参加して

し
ま
つ
り
に
は
な
を
そ
え
・
た
子
供
ミ
コ
シ

し
つ

か
れ
た
’
ひ
と
や
す
み

（
）

雑
誌
、
衣
類
、
ポ
ロ
き
れ
、
家
庭

用
電
気
製
品
、
自
転
車
、
ピ
ン
類

空
カ
ン
類
な
ど

こ
の
よ
う
な
資
源
ゴ
ミ
は
、
い
ま
ま

で
、
燃
え
る
ゴ
ミ
や
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と

、
＄
、
、
Ｄ
Ｉ
Ｕ

し
て
収
集
し
て
い
た
も
の
で
す
力
ｊ

月
か
ら
資
源
の
再
利
用
と
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
の
た
め
、
お
手
数
で
も
各
家
庭
で
は
、

か
な
ら
ず
分
け
て
、
定
め
ら
れ
た
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
・

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
で
は
、

九
月
か
ら
〃
資
源
ゴ
ミ
“
の
回
収
を

始
め
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
は
次
の
三
つ
に

分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
資
源
ゴ
ミ

②
燃
え
る
。
コ
ミ

③
燃
え
な
い
ゴ
ミ

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
日
は
、
毎
月
一
回

で
、
収
集
日
割
表
は
み
な
さ
ん
の
家
庭

に
後
日
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。○
資
源
ゴ
ミ
と
は

新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
本
、

9月から月1回

資源ゴミも
回収します

(4)
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真休子ざんと宇佐美ふみ子ざん力苛委'嘱吾れまし
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協力貝の仕事は、一般消費者からの消費生満

に関する苦情相言炎なと．のあっせん調査、および
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※○印はシードチームで、 9/6A①は、 9河6日、市営卿．｣求場第1試合という二

市
役
所
の
敷
地
内
に
第
三
庁
舎
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
庁
舎
は
、
鉄
骨
造
り
の
二
階
建

て
で
、
総
床
伽
秋
は
、
七
八
一
・
七
四

平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

庁
舎
が
完
成
し
ま
す
と
、
現
在
三
階

西
側
の
建
設
部
、
経
済
部
と
東
側
の
農

業
委
員
会
、
二
階
の
住
宅
公
社
、
そ
し

て
教
育
委
貝
会
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
庁
舎
へ
の
移
転
や
配
置
状
況
に
つ

い
て
は
、
週
糀
や
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 第

三
庁
舎
が

一
》
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
》
》
》
一
一
一
一
一
一
一
一
》
》
冊
一
一
斗
一
一

。

ま
も
な
く
完
成

¥¥再 …衿
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